
 

 

６．「国の貸借対照表（試案）」（平成 13年度版） 
（単位：兆円） 

科   目 H.13年度末 科  目 H.13年度末 

＜ 資 産 の 部 ＞ ＜ 負 債 の 部 ＞ 
現金・預金 37.04 未払金 11.92 
有価証券 117.25 借入金 19.35 
未収金 21.49 民間保有政府短期証券（④の一部） 42.10 
貸付金 299.22 民間保有公債（①、②、③の一部） 306.27 
寄託金 40.59 郵便貯金（⑧） 239.34 
貸倒引当金 △ 2.14 公的年金預り金（⑨） 157.70 
有形固定資産  前受金 19.77 
建物及び工作物 107.38 引当金  
機械器具 6.69 退職給付引当金 24.90 
立木 6.77 賞与引当金 0.37 
土地 63.03 保険準備金 115.65 
建設仮勘定 1.88 （うち簡易生命保険（⑧）） （104.91） 
その他 2.84 その他 17.43 

無形固定資産 0.40 負 債 合 計 954.84 

出資金 47.55 ＜資産・負債差額の部＞ 
その他 4.55 資産・負債差額 △ 200.25 

資 産 合 計 754.58 
負債及び 

資産・負債差額合計 
754.58 

（別表） 

 案 1 案 2 案 3 

公的年金預り金  157.70 ―― ―― 
公的年金負債 ―― 295.00 801.60 
（負債合計） 954.84 1,092.14 1,598.74 
（資産・負債差額） △ 200.25 △ 337.55 △ 844.15 

（注 1） 単位未満は切り捨て。 

（注 2） 公的年金負債の計上方法によって 3案の貸借対照表を作成している（貸借対照表は案 1により

作成しており、案 1、案 2、案 3 の相違点を別表に示している。）。 

（案 1） 過去期間に対応した将来の年金支払いを負債計上しない（ただし、公的年金の積立金

相当額を「公的年金預り金」として負債に計上） 

（案 2） 過去期間に対応した将来の年金支払いのうち国庫負担分と積立金相当額を負債に計

上 

（案 3） 過去期間に対応した将来の年金支払いの全額を負債に計上 

（注 3） 本表に計上されていない説明事項として、60.27 兆円の政府保証債務（⑥、⑦）等が存在する。 

資-7 


